








研究目的 

「ハイリスク児の医療システム」におけるハイリスク児の出生前管理には a具体的な出生

前管理の方法をどうシステム化するかということと,b そのような管理を有効適切におこ

なうための医療の組織化をどうするかの二面がある。 

昭和 55 年度は,これらの点を考えるための基礎資料としてのハイリスク妊娠の統計的事項

を検討した。これをもとにして上記の二点についての検討を行うこととした。 


